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§１．研究実施体制  

 

（１）研究代表者グループ 

① 研究代表者：大森 浩充 （慶應義塾大学理工学部、教授） 

② 研究項目 

（A) 確率モデルに基づいた制約条件つき最適制御アルゴリズムの開発 

（A-1）不確定性の最小化、（A-2）リスク抑制最適制御, (A-3)耐故障適応制御 

（B) 大規模分散最適制御アルゴリズムの開発 

（B-1）各主体の分散最適化，（B-2）市場全体の分散最適化 

（C） 実システムを用いた実証実験環境の整備 

 

（2）主たる共同研究者グループ 

① 主たる共同研究者：武田 朗子 （東京大学情報理工学系研究科、准教授） 

② 研究項目 

・ 機械学習法に基づく太陽光発電量予測モデルの開発と数値実験 

・ ロバスト最適化法による不確定性最小化モデルの開発と数値実験 
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§２．研究実施の概要  

 

研究代表者グループの研究目的は，電力需要の約 75%を自然エネルギーによって賄うことを可

能とする分散ロバスト最適制御を確立することである．このためには，(A)確率モデルに基づいた制

約条件つき最適制御と(B)大規模分散最適制御の両アルゴリズムの開発が必要不可欠である．今

年度はこの両アルゴリズム開発に必要な 5 項目の研究を引き続き実施し，（A）の研究として，確率

モデルに基づいた制約条件つき最適制御アルゴリズムを，（B）の研究として，大規模分散最適制

御アルゴリズムを，それぞれ開発する．また，実験システムを用いた実証実験のための準備を完了

すると同時に実証実験と数値シミュレーションを同時並行に行う． 

本年度の前期では，（A）確率モデルに基づいた制約条件つき最適制御アルゴリズムを開発する

ため，（A-1）不確定性の最小化，（A-2）リスク抑制最適制御，（A-3）耐故障適応制御の３項目の研

究を継続実施した．また，（B）大規模分散最適制御アルゴリズムを開発するため，（B-1）各主体の

分散最適化，（B-2）市場全体の分散最適化の２項目の研究を継続実施した．また，（A）の研究とし

て，確率モデルに基づいた制約条件つき最適制御アルゴリズムを，（B）の研究として，大規模分散

最適制御アルゴリズムを，それぞれ開発し．さらに，（C）実験システムを用いた実証実験を開始し

た． 

主たる共同研究者グループの研究課題は，｢不確定性最小化とリスク抑制のための制約条件つ

き最適制御アルゴリズム｣の開発であり，主たる共同研究者グループでは，（A-1）不確定性を最小

化するための最適設備投資計画と（A-2）(A-1)で最小化された需給の不確定性を所与として、制

約条件が破られるリスクを定量的に抑制する最適制御アルゴリズムを開発することが目的である． 

主たる共同研究者グループでは，不確定性最小化とリスク抑制のための制約条件つき最適制

御アルゴリズムの開発を行った．具体的には，（A-1）不確定性を最小化するための最適設備投資

計画問題の最適解を求めるアルゴリズムを開発した．また，（A-2）(A-1)で最小化された需給の不

確定性を所与として、制約条件が破られるリスクを定量的に抑制する最適制御アルゴリズムを開発

した。「最悪ケース」を想定できないために、停電などのリスクをゼロとすることは一般的に不可能で

あるが、確率モデルに基づいた最適化を行えば、リスクに上限を設けることが可能であると考えら

れる。 

両グループでは，具体的には下記の８項目の研究を行い，対外発表し融合研究を活発に行っ

ている． 

a. 電力ネットワークの分散階層制御法 

b．電力潮流を考慮した分散的な動的電力価格決定 

c．基幹系統故障時の供給不足と余剰電力を考慮した太陽光発電と電力貯蔵装置の最適配置 

d．機械学習法に基づく太陽光発電量予測モデル 

e．ロバスト最適化法による不確定性の最小化 

f. リスク抑制型電力網制御と分散型電力網制御の融合 

g. 閉ループ型リスク抑制型電力潮流制御 

h. 大規模分散制御のための適応合意形成アルゴリズム利用とネットワーク故障診断のための適応

的アプローチ 
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